
水
の
文
化
　
32
号

２
０
０
９
年
７
月

特
集
「
治
水
家
の
統
」

現
代
に
求
め
ら
れ
る
治
水
家
意
識

歴
史
が
語
る
、
近
代
治
水
の
変
遷
　
松
浦
茂
樹
　
　
4

扇
状
地
に
お
け
る
流
水
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

武
田
信
玄
の
総
合
的
治
水
術
　
和
田
一
範
　
　
10

石
高
変
遷
か
ら
探
る
、
甲
府
盆
地
の
治
水
と
開
発

暮
ら
す
人
の
知
恵
と
術
　
安
達

満

16

シ
リ
ー
ズ
里
川

水
の
都
大
阪
の
渡
し
　
藤
原
光
弘
　
　
22

佐
賀
の
歴
史
的
水
辺
を
検
証
す
る

成
富
兵
庫
茂
安
の
足
跡
　
島
谷
幸
宏
　
　
26

海
と
川
と
土
を
つ
な
ぐ
ク
リ
ー
ク

佐
賀
平
野
を
養
う
水
利
用
　
宮
地
米
蔵
　
　
34

水
の
文
化
楽
習
実
践
取
材
　
「
水
の
会
」
の
18
年
の
歩
み
　

堀
の
記
憶
が
成
し
遂
げ
た
、
柳
川
再
生
物
語
　
編
集
部

40

水
の
文
化
書
誌
　
利
水
あ
っ
て
の
治
水
か
　
古
賀
邦
雄
　
　
46

文
化
を
つ
く
る

治
水
家
の
統

編
集
部

48

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
開
催
の
ご
案
内

50

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

51

治
水
家
の
統す

べ

治
水
家
と
い
わ
れ
る
人
が
い
ま
す
。

洪
水
を
治
め
、

暮
ら
し
に
必
要
な
水
を
手
当
て
す
る
た
め
に
事
業
を
行
な
っ
た
、

と
き
に
偉
人
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
す
。

し
か
し
、

実
際
に
土
を
掘
り
、
石
を
運
ん
だ
の
は

地
元
の
人
で
す
し
、

詳
細
図
を
引
い
た
の
は
、

た
ぶ
ん
専
門
の
能
力
を
持
っ
て
い
た
人
で
し
ょ
う
。

で
は
、
治
水
家
が
果
た
し
た
役
割
は
、

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
疑
問
か
ら
、

同
じ
扇
状
地
で
あ
っ
て
も
性
質
の
違
う

甲
州
と
佐
賀
に
目
を
向
け
ま
し
た
。

お
の
お
の
武
田
信
玄
と
成
富
兵
庫
茂
安

な
り
ど
み

ひ
�
う
ご

し
げ
や
す

が
、

郷
土
の
治
水
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堤
防
も
動
力
ポ
ン
プ
も
な
い
時
代
に
、

そ
の
土
地
が
ど
う
や
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
の
か
。

飲
み
水
や
農
業
用
水
を
、
ど
う
や
っ
て
得
て
い
た
の
か
。

そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
た
叡
智
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

121年前の甲府盆地西部の主な河川と土地利用
大日本帝國陸地測量部が1888年（明治21）に測量した２万分の１地図「松嶋村」「甲府」「市川大門村」「韮崎」「小笠原」「鰍澤」（国土地理院）を合
成し、安達満さんの師である農業経済学者の古島敏雄（ふるしま としお）さんにならって（16ページ参照）編集部が主だったところを着色した。
山吹色：桑畑と果樹、黄緑色：二毛作可能な田、濃緑色：水田と沼田、水色：水の流れ、赤茶色：人工的な土手。
中央南北に釜無川、その西側に扇状地をつくっているのが御勅使川（みだいがわ）、都市部の西側を南北に流れているのが荒川、南部を東西に流れて
いるのが笛吹川、最南部ですべてが合流し富士川となる。
田んぼが「季節によって乾く二毛作可能な田」「水田」「沼田」の３つに区分されているのは、陸軍歩兵が歩行に要する時間を計算するために土の状
態を表わしたため、といわれている。水が引かない歩きにくい地域や利用されていない空白地帯を、水の流れと合わせてみると、御勅使川や釜無川
の元の流れや、暴れ具合が想像できる。釜無川の堤防は、霞堤（かすみてい）ではなく長く続く部分が多くなったとはいえ、意識的に分断されてお
り、広い遊水地が用意されている。釜無川は、信玄堤より上流にも多くの人の手が入っているようだ。釜無川の流れを高岩にぶつけるために蛇行さ
せたとも見て取れる。信玄の御勅使川の流路変更計画は、そのエネルギーを利用して釜無川を蛇行させるためだったのかもしれない。
御勅使川扇状地は、通常は水が地下にしみ込み、ワジ（注：雨季になると急激に出水することがある、普段は流水のない涸れ川）のように地表は乾
いてしまうようだ。御勅使川の流れを変える信玄の治水工事は、水のない状態での作業だったのだろう。その甲府盆地西部の砂礫地帯に田んぼがつ
くれるようになったのは、江戸時代初期に釜無川上流から引いた徳島堰の功績だ。また、扇状地南部に沼田が多いのは、いったん砂礫地帯に染み込
んだ地下水が、湧水として地表に湧き出てくる土地柄だからかもしれない。

御勅使川

信玄堤

高岩
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堰


